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まえがき 

名誉団長 古川公毅（前首都道路協議会副会長） 

 

コロナ禍で中止していた恒例の泊りがけの道路視察を、多くの方々のご協力

とご参加を頂いて 4年ぶりに、令和 5(2023)年 6月 21日（水）、22日（木）に実

施できたことに、心から感謝を申したい。 

今回の道路視察先の企画提案から、参加者呼びかけまで先頭に立って取り組

んできた団長の加藤昌宏氏（首都道路協議会副会長）が、直前になって急遽参加

できないことになり、加藤さんの要請で、名誉団長を務めさせて頂いた。 

本報告書は、参加者 19 名からの、有志による視察報告の取りまとめである。 

第一日目の 6月 21日は、「新東名」の山北 PR館で工事全体説明を頂き、バラ

ンスドアーチの張出し架設工事の「河内川橋」区間は工事最盛期だった。続いて、

隣接の情報通信技術(ICT)を活用した工事を先進的に展開している「川西工事」

i-Construction の現場を見学した。三次元点群データによる土工現場の可視化

を実施し、土運搬車両管理等に活用範囲を大きく広げてきた取組みを伺った。 

契約後に、発注者より「情報通信技術（ICT）試行工事」に指定されたとのこ

とであったが、果敢に取り組みが行われた経緯とご苦労を詳しくお聞きした。 

現場は曇りで、NEXCO中日本東京支社秦野工事事務所副所長の三井貴行氏及び

清水建設新東名川西高松建設所工事長の藏重幹夫氏からそれぞれの工事に関す

る丁寧な説明のあと、参加会員からの活発な質問に詳細にお答え頂いた。 

二日目の 6月 22日の午前中は、土木学会推奨土木遺産の「箱根登山鉄道」の、

特に、令和元(2019)年の台風 19号による被災状況と復旧について、貸切電車を

途中で止めての説明を、箱根登山鉄道株式会社鉄道部長大津俊成氏から頂いた。

沿線の盛土の押さえの目的で実施されたという歴史の紫陽花が見頃だった。 

午後は、東京外郭環状道路東名インフォメーションセンターで、NEXCO中日本

東京支社の東京外環建設課課長の高橋亨氏から説明頂き、外径 15.8m のシール

ド工事のトンネルの中を見学した。令和 3(2021)年の調布区間の「陥没事故」の

地元対応を優先させて、工事は止まったままであること、工事再開が円滑に実施

できるよう準備がなされている状況が確認できた。「東京外環道路・女性技術者

の会」の会員も加わっての説明を受けた。NEXCO中日本東京支社企画調整課の課

長代理日暮智紀氏には、両日に亘って立ち会って頂いた。 

宿泊は、御殿場のホテルクラッドで、コロナ禍に留意しての一人部屋で、夕食

は揃ってゆっくり歓談できた。ホテル・食堂と、今回の移動手段の小田急はこね

号、バス、箱根登山鉄道に、小田急電鉄の塚本哲三氏のアテンドを頂いた。 

最後に、今回の道路視察の円滑な実施に実務面で尽力された青木正事務局長

と、これを補佐した姫野慎一氏に感謝いたしたい。    
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２０２３年６月２６日 

令和５年度首都道路協議会 道路視察を経て 

 

株式会社 奥村組 梅田 慎也 

 

綿密なスケジュールを円滑かつ安全にご案内下さった、青木様と姫野様に感謝申し上げます。誠にあり

がとうございました。また、古川団長をはじめとする皆様方と、同志として輪の一員に加勢させていただ

きましたこと光栄でした。重ねて御礼申し上げます。 

大規模工事現場の工夫を視察できたことは、技術者として本望でした。それ以上に、経験豊富な皆様と

２日間、懇親を深めながら有意義にご一緒できたことが何よりの財産だと実感しております。 

各場面の感想について、以下に記します。 

 

1.

魚

山

亭 

 

 

魚山亭近傍の河内川を望む。 

視察する河内川橋工事の上流側にあたり、釣り

や川遊びができる自然豊かな環境を目の当た

りにした。 

視察する大規模工事現場は、工事自体の技術も

さることながら、周辺環境への配慮についても

細心の配慮が必須だと察する。 

2.

山

北

P 

R

館 

 

内外観きれいかつわかりやすいイラスト・説

明・模型など趣向を凝らした工夫が散見され、

当該事業にとどまらず建設業のイメージアッ

プが感じられた。 

3.

河

内

川

橋

工

事 

 

山間地に所在して、県道 76 号線山北藤野線を

主要アクセス路として計画されたと思う。工事

車両の動線確保や、本体構造物の建設に至るま

でのタワークレーンや導坑などの仮設計画の

説明が、構築の魅力をより深く感じさせられ

た。 
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4.

川

西

工

事 

 

写真は現場を掲載したものの、ICT を積極的に

実践する土工現場の姿勢は、所長の意志・決意

からあるのだと感じられた。 

現場は、安全啓蒙に纏わる看板等で注意喚起が

図られるのが元来の手法だと思うが、ICT の座

標管理が、品質にも安全にも反映され、施工範

囲における看板類の掲示を抑制でき、省力しな

がら整然とした現場を維持できるのも魅力の

一つだと感じた。 

5.

御

殿

場 

・ 

宿 

 

御殿場を眺望できるような高台に位置する宿

であった。 

商業施設と道路の関係に着目することもでき

たのかもしれないと写真から省みる。 

6.

箱

根

登

山

鉄

道 

 

２０１９年の台風１９号が甚大な被害をもた

らしたことは、東京都の現場で同様被害を受け

た私の記憶の新しいところにある。 

新設するのではなく復興するのには、２倍３倍

の労力を費やした覚えがある。 

歴史のある箱根登山鉄道に対して、橋脚廻りを

工夫されるなど景観に合致した設計施工で復

興されたことに感嘆した。 

7.

外

環

東

名 

 

外環のトラブルは、住民を巻き込む困難極める

ものだと思われるが、技術者として、周囲の信

頼を得ながら円滑な工事を進める努力、相当な

ものだと察する。 

当日は、内部構築の整備された範囲について、

整然とした現場ならびに施設を見学させても

らった。シールド切羽から内部構築の区間の工

夫も気になるところだが、とにかく大断面で規

模に圧倒させられた。 

稚拙・乱雑な感想文となりますが、ご容赦ください。 

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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令和５年度道路視察に参加して 

                           鹿島建設(株) 宇佐見 健太郎 

◎はじめに 

令和５年度は、6月 21日に新東名山北事業 PR館および河内川橋・山北スマート ICの建設現場を訪問した。

翌 6 月 22 日には箱根登山鉄道の貸切車両に乗車しながら災害復旧現場等の説明を受け、最後に東京外環

のシールドトンネルの建設現場を訪れた。1 日目は山岳部の工事、2 日目は登山鉄道および都市内大規模シ

ールドトンネル工事と、変化に富んだ現場を見せていただいた。以下、視察の報告をさせてもらいます。 

 

◎河内川橋 

まず、NEXCO 中日本の秦野工事事務所の方より山北事業 PR 館にて、新東名工事区間や河内川橋および山

北スマート IC の概要説明を受けた後、2 か所の建設現場に向かった。河内川橋は、橋長 771m 橋脚の最大高さ

88m 最大支間 220m の長大アーチ橋で、高低差の著しい地形への対応とともに、工期の短縮を図るために鋼・コ

ンクリート複合構造のバランスドアーチ橋を採用している。また、仮設備や工事用道路として大規模なインクライン

や工事用トンネルを設けている。現場は最大支間の張り出し仮設中であり、大規模な橋梁構造や大規模な工事

用設備を視察することができた。 

 

◎山北スマート IC 

山北スマートインターチェンジは、本線直結型の東京方面専用のハーフインターチェンジである。現場は大規

河内川橋建設現場（最大支間アーチ橋の張り出し仮設） 
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模な盛土および切土工事の最盛期で、丁

張りなどのアナログな施工管理を一切行わ

ずに、3 次元の設計情報を常に把握し適

切・迅速な出来形管理を行うなど、ICTを全

面的に活用した施工を行っていた。また、

大規模な土工事にもかかわらず砂埃なども

ほとんどないこと、自然由来のヒ素なども適

切に処理していること、最終的には現地の

植生を配慮した緑化を計画していること、な

ど、環境や安全に配慮している工事であっ

た。 

 

◎箱根登山鉄道 

 箱根登山鉄道は、1919 年に箱根湯本～

強羅が開通した日本有数の山岳鉄道で、

小田原～強羅の全線が土木学会推奨土木

遺産に、橋梁・隧道等の構築物が経済産

業省より近代土木遺産に、それぞれ認定さ

れている。 

 今回は貸切車両により、橋梁・隧道等の

構築物や、令和元年台風 19 号による被災

の復旧状況について、鉄道を走行しながら

現地で、箱根登山鉄道の方より説明を受けることができ

た。被災した蛇骨陸橋の鉄道の平面線形を谷側に振ると

いう復旧など、様々な状況を車上より見ることができた。ま

た現存する日本最古の鉄道橋でもあるダブルワーレントラ

ス形式の早川橋梁を低速で通過して頂き、構造を直近で

見ることができた。 

 

◎東京外郭環状道路 

NEXCO 中日本の東京外郭建設課の方より東京外郭環

状道路の東名インフォメーションセンターにおいて概要説

明を聞いたのち、本線トンネル（北行）東名北工事の、φ

16.1m の泥土圧シールドのトンネル内を見せていただい

た。陥没事故の関係で、視察時時点では、東名本線（北

行・南行）シールド 2 機は止まっている状況だったが、立

坑を工事用エレベータで降り、掘進済みのシールドトンネ

ル内を暫く進んでゆく中で、工事の巨大さ、複雑さ、大変

山北スマート IC建設現場（上方が東京方面） 

右側が貸切車両（強羅駅にて） 
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さを実感することができた。外環が早く完成することを

願うばかりである。 

 

◎おわりに 

現場を実際に見て、丁寧な説明をして頂き、貴重な

体験ができました。 

それぞれの視察場所で、短時間の視察にもかかわら

ず、お忙しい中、わかりやすい適切な説明をしていた

だいた方々に、この場を借りて御礼申し上げます。ま

た、今回の視察の手配・案内をして頂いた事務局の

方々にも御礼申し上げます。以上で、私の報告を終わ

りにさせてもらいます。 

 

 

外環本線トンネル（北行）東名北工事・シールドトンネル内 

早川橋梁（貸切車両内より） 
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首都道路協議会 道路視察に参加して  

                         大成建設㈱ 理事 島津 哲也 

 

令和 5年 6 月 21~22 日の二日間に渡り、道路視察に参加させていただきました。 

1 日目は、新東名秦野工事事務所所管の「河内川橋」と「山北スマート IC」。 

「河内川橋」は、河内川を跨ぐ急峻な地形に架ける橋長約

770ｍの鋼コンクリート複合 8 径間連続バランスドアーチ

橋。山間にそびえ立つ橋脚の威容に圧倒されるとともに、 

搬入用のトンネルやインクライン等仮設の陣容に感服！

「禍威獣」もさぞビックリ！ 27 年度開通待ってます！！ 

 

＜閑話＞ 

昼食を頂いた宿の近くを流れていた渓流は、丹沢山地西部から発する「河内川」。丹沢湖を

経て南流し、視察現場となった「河内川橋」へとたどり着く。 

あの大きな現場の上流で、通行制限 5 人の小さな吊橋との出会い。これも一期一会。 

一方、宿泊先のアウトレット傍を流れる「鮎沢川」は、御殿

場市内小河川を束ね、東名高速に沿うように北東に向い、

「河内川橋」直近下流で河内川と合流。 

酒匂川となり、小田原市内を抜け相模湾へ。 

『今日の立寄先。川の流れのように想いは現場へと繋がる』

そんな細やかな発見も、「旅」の思い出のひとつです。 

 

2 日目は、「箱根登山電車」と「東京外郭環状道路」。 

新型車両「アレグラ号」の貸切乗車。二度とない体験、堪能しました。 

13 カ所のトンネル、26 カ所の橋梁。構造物の多さを再認識、保守管理

の大変さを痛感。アジサイの美しさに目を奪われがちですが、日々の地

道な取り組みに感謝。 

「外環」ランプシールドの稼働など、新たな工事も進みだしている様子。

早期供用に向けて、事業の進捗を期待しています。 

 

＜余談＞ 

週末の東名高速をよく利用します。大和トンネル付近の付加車線整備等渋滞対策も進んで

いますが、最近、渋滞のポイントが「横浜町田ＩＣ～青葉ＩＣ」へと伸びていることが気が

かりです。新東名～圏央道や外環整備によるネットワーク形成の進展が、首都圏エリアの車

の流れにどのような影響をもたらすのか、興味津々です。 

・  ・  ・ 

NEXCO 中日本、箱根登山鉄道の皆様。丁寧なご案内ありがとうござい

ました。工事並びに列車運行の無事をお祈りいたします。 

事務局の皆様、改めて、お世話になりました。 
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令和５年度首都道路協議会道路視察に参加して   戸田建設株式会社 石坂 弘司 

 

はじめに 

 令和５年度首都道路協議会道路視察に、事務局からお誘いいただき参加しました。初めて

の参加でしたが、有意義な視察となりお誘いに感謝しています。視察は、新東名高速道路、

箱根登山鉄道、東京外郭環状道路４か所の現場でした。視察先の発注者、受注者の皆様は、

丁寧かつ誠意ある対応をしていただきました。ありがとうございました。また、今回視察に

参加された方々は、専門知識が豊富で、鋭い質問が多く、私が考えつかない事まで理解する

ことができました。２日間の道路視察を通して私が感じたことを簡潔に記載します。 

 

創造的な取り組み 

 中山間地域での土木構造物施工には、現場搬入路等で創意工夫がありました。新東名高速

道路河内川橋工事でのインクラインによる材料等の搬出入、深礎杭の施工・ 土砂搬出のため

のトンネル設置や2019年台風19号で被災した箱根登山鉄道の蛇骨陸橋復旧工事のレール・ 

枕木一時撤去、舗装による搬入路確保等が印象に残りました。その他にも、植生配慮による

生態系保全や自然由来の土壌汚染処理等があり、都市土木に比較して中山間地域での工事

は自由度が高いと感じていましたが、地域特有の難しさがあると認識した次第です。 

 東京外郭環状道路（北行）東名北工事では、材料搬入や残土搬出は高速道路利用がアセス

で定められており、東名高速道路に出入口を設置してセグメントや残土を搬出入する工夫が

ありました。現場は、限られた敷地内にセグメントストックヤードやベルトコンベアが整然

と配置され効率的な搬出入を実現していました。視察現場は工事一時中止中でしたが、その

事で中央自動車道出入口シールドが先行したそうです。直径 16ｍの本線シールドが後施工

となり地中接合方法を検討中とのことでしたが、高い技術力で克服されることと思います。 

 

新たな展開と進化 

 新東名高速道路川西工事は、ICT活用工事を施工中でした。現場では、効率化、工期短縮

ばかりでなく、重機の動きの常時監視など安全管理に大きく貢献しているとのことでした。

盛土材料のデータ管理により維持管理にも活用可能とのことです。完了検査基準は、委員会

で特別に仕様変更したとの説明でした。ICT導入は、仕様を含めた工事全般の見直しが必要

であると認識しました。若手職員は ICT に慣れるのが早く、生き生きと業務に取り組んで

いるそうです。「ベテラン職員は、若手のやる事に口出ししないことが大切」とのお言葉は

心に響きました。また、人数は少ないですが、視察現場では受発注者とも女性職員が在籍し

ていました。ICT化等の職場改善は、女性を含め働きやすい職場につながると感じました。 

 

おわりに 

 新東名高速道路と外郭環状道路は、日本の発展に不可欠な重要路線です。難工事が控える

両線ですが、完成後の技術報告書を楽しみに待ちたいと思います。土木学会選奨土木遺産の

箱根登山鉄道は、施設や車両、紫陽花の維持管理等に努力されており、世界的知名度は更に

高まると感じました。最後に、古川名誉団長はじめ事務局、旅行会社の皆様に感謝します。 
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2023 年 6 月 30 日 

 

令和 5 年度首都道路協議会道路視察・報告書 

 

 

一般財団法人首都高速道路技術センター 

審議役 御嶽 譲 

 

 NEXCO 中日本の現場は、現在行われている建設工事の中でも有数の大型工事であり、か

つハードソフトによらず先端技術が取り入れられており、有意義な視察となった。新東名高

速道路の事業としては、新設時より山北だけでなくスマート IC の設置が随所にあるなど、

地元自治体と協力的に事業を進めていることが感じられた。河内川橋工事では構造物の大

きさに圧倒された。首都高速道路においても、横浜ベイブリッジ等大型構造物の維持管理に

は課題が多いところであるが、維持管理への工夫等は参考になるところである。川西工事で

の DX への取組みは日本でも最先端とされており、その現状に触れられたことは大変貴重

な体験であった。東京外かく環状道路は、その先端技術だけでなく、陥没事故への対応に苦

労されていることが印象に残った。首都高速道路でも都市内シールドトンネルの困難さは

実感しており非常に共感できた。また、それぞれの現場のインフォメーションセンターには

VR 体験など工夫が凝らされており参考になった。 

箱根登山鉄道の施設等視察においては、他の乗客の手前、貸切車両への乗車がはばかられ

たものの、停車できるからこそ車内からの災害復旧現場の視察が可能となったことから、単

なる物見遊山でなく必然的な行程であったものと思う。建前こそあれ箱根登山鉄道の貸切

車両に乗車できたこと自体が貴重な体験となった。私の出身が小田原であり箱根登山鉄道

には慣れ親しんできたところであるが、これまで知らなかった施設情報が多いことを実感

した。また、災害による長期運休には当時心を痛めていたところであり、復旧には鉄道会社

だけでは厳しいと考えていたが、国や県、鉄道総研などが協力して迅速に対応に当たったこ

となど災害対応の参考となることが多かった。 

全体を通し、バスの時間待ちがあったものの余裕をもった行程であったと思う。また、5

類に移行したもののコロナ禍の影響が残る中、夕食時の配慮など運営にはいろいろな苦労

や判断があったと思う。会社のイベント等において、感染防止対策を今後どうしていくのか

参考になった。 

最後に、首都道路協議会事務局の皆様、多忙にもかかわらず丁寧に対応頂いた NEXCO 中

日本及び箱根登山鉄道の皆様には感謝致します。 

 

以 上 
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（一財）首都道路協議会の道路視察に参加して 

株式会社大林組東京本店土木事業部 柄川伸一 

１ はじめに 

 令和5年6月21、22日に行われた（一財）首都道路協議会主催の道路視察の概要及び感想について述べる。 

２ 見学等の概要 

① 新東名高速道路秦野工事事務所管内の河内川橋工事及び川西工事 

項

目 

写真 説明 

概

要 

 

新東名高速道路のうち神奈

川県山北町、松田市、秦野市

に位置する約14.2㎞.トンネ

ル区間は 62%、橋梁区間は

16％。現在は工事の最盛期

と思われる。 

河

内

川

橋

工

事 

 

河内川を渡河する鋼コンクリート複合連続バランスド

アーチ橋で上り線は８径間 771m、下り線は７径間

692m。 

施工は鹿島・大成 JV。 

現場は複合構造の橋脚から張出部の鋼製のアーチ部や

縦ストラッドの架設中だった。周辺には名産品の茶畑

が広がる地域で極力周辺の自然や生活環境を損なわな

いように大規模な橋梁の架設が行われていた。 

あと 1 年半ほど工事は続くとのこと。しかし、近くの

高松トンネルの掘進に苦労しており、開通は2027年を

目指しているとのことでした。 

川

西

工

事 

 

河内川橋に隣接する本線切盛土工（切土 160 万 m3、

盛土 221万m3）区間で山北スマート ICの開設が予定

されている。 

施工は清水・岩田地崎 JV。 

ICT 技術を全面的に採用している。測量は３D スキャ

ナーを使用し 8 割の省力化、設計は 3 次元モデルを作

成し詳細なチェックが可能となっている。また、3次元

データを活用した施工シミュレーションを行うことや

丁張りをなくした施工を実現させ安全性も向上させて

いる。３Ｄスキャナーや人工衛星を活用し出来形測量

や検査を事務所で行うことで大幅な省力化を達成し

た。今後は維持管理まで活用する予定。 

NEXCO中日本と施工者は「あわてず急いで正確に！」

を合言葉でＩＣＴ施工に取組んでいる。 

河内川橋 

川西工事 
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② 箱根登山鉄道 

項

目 

写真 説明 

概

要 

 

1888 年（明治 21 年）に設置された小田原馬車鉄道を

基礎とし、1919年に箱根湯本～強羅間 8.9㎞を開通し

た、最急勾配 80‰、最小曲線半径 30m、スイッチバッ

ク3か所の山岳鉄道。 

土木学会選奨土木遺産、近代化産業遺産に認定されて

いる。 

現在は沿道にアジサイが咲き夜間はライトアップもさ

れ観光資源にもなっている。 

ス

イ

ッ

チ

バ

ッ

ク

式 

 

スイッチバック式の登山鉄道が自分の住む神奈川県に

あるなんて全く知らなかった。また、スイッチバック式

は思っていたより複雑でポイント切り替え等も自動化

され安全面も確保されているように感じた。 

下の写真の新型車両を貸切で提供していただき随所で

説明を受けながら視察を行った。 

 

災

害

復

旧 

 

2,019年10月12日の台風 19号が通過する際、日降水

量 922.5 ㎜という全国観測史上１位となった大雨によ

り全線にわたって倒木、土砂流入、道床流出、橋梁基礎

流出、法面崩壊等が発生し、災害復旧工事を実施し約1

年半後の 2021年3月31日に工事完了を見た。 

このような大災害及び大規模な復旧工事は経営規模の

小さな箱根登山鉄道に極めて大きな打撃を与えたと思

われる。 

災害復旧にあたっては隣接地の管理者の神奈川県県土

整備局、同環境農政局や鉄道関係機関と協力して進め

られたようである。 
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③ 東京外環 

項

目 

写真 説明 

概

要 

 

総延長 85km の東京外かく環

状道路。このうち、大泉から東

名高速までの約 16 ㎞の区間の

整備が国土交通省、NEXCO東

日本、NEXCO中日本が共同で

進められている。 

 

東

名

立

坑 

 

東名立坑にあるインフォメー

ションセンターで NEXCO 中

日本の方から説明を受けた。そ

の後、シールドトンネルの発進

基地となる立坑内を見学した。

立坑内には多くのセグメント

が保管されている様子、運搬用

の台車等を見学した。 

シ

ー

ル

ド

ト

ン

ネ

ル

内

部 

 

現在、本線トンネル（南行）東

名北工事（鹿島JV施工）のシ

ールドが地表の陥没を発生さ

せ東名立坑を出発する 2 本の

シールドの施工は全長9.2㎞の

うち約 3 分の１進んだところ

で停止している。東名立坑を下

り、停止している本線トンネル

（北行）東名北工事（大林 JV

施工）のﾄﾝﾈﾙ内部を見学した。 

現在は陥没個所の補償と対策

工事を進めている。再開は未

定。2，3年後とみられる。早期

かつ安全確実な再開を望む。 

３ おわりに 

各地で案内していただいた皆様方に厚く感謝する次第であります。また、見学先の選定や交渉、報告書のとりま

とめをしていただいた首都道路協議会の事務局の皆様にも感謝申し上げる次第です。 

東名立坑 大泉立坑 
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令和５年度 首都道路協議会道路視察に参加して 

株式会社大林組 東京本店土木事業部 顧問 石井信隆 

  

１．はじめに 

 コロナ禍により３回中止となったが、久しぶりの道路視察は６月２１～２２日に、

ＮＥＸＣＯ中日本が建設を進めている、新東名高速道路河内川橋工事と川西工事、選

奨土木資産に指定されている箱根登山鉄道、最後に東京外郭環状道路の東名側現場を

対象に行われた。 

 新東名の最後の区間と話題の豊富な東京外環の整備がどのように進められているか、

大きな関心をもって今回の道路視察に参加させて頂いた。 

 

２．新東名高速道路（河内川橋建設工事、川西工事） 

 新東名高速道路は全線 253km のうち、新秦野～新御殿場間 25kmを 2027（令和 9）年

度の開通に向け鋭意建設中である。このうち神奈川県区間 14.2 ㎞を秦野工事事務所が

担当している。 

 

 

① 河内川橋 

河内川橋は橋長 771m（上り線）、橋脚の最大高さ 88m、アーチスパン 220mを有す

る長大アーチ橋。形式はバランスドアーチで、アーチ基部は鋼殻コンクリート複合構

造を採用している。基礎構造は国大最大級φ16～17mの大口径深礎杭基礎を採用して

いる。深礎杭は当初設計でＤ５１の３段配筋だったのをストライプＨ鋼を配置してＳ

ＲＣ構造に合理化している。また、急峻な山地形で資材搬入が困難なため巨大なイン

クラインを設置している。施工は鹿島・大成ＪＶ。 

河内川橋、川西工事 
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河内川橋完成予想図 

 

 

河内川橋側面図 

 

 

巨大インクライン（３台のミキサー車を揚げられる） 
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Ｐ３橋脚の施工状況 

 

 深礎杭の施工にあたっては、ずり積出し専用のトンネルを掘削し、グローリーホー

ルから真下のずり出しトンネルに落下させるという斬新な工法を採用するなど難条件

を克服して工期短縮を図っている。 

 

ずり出しトンネルとグローリーホールによる掘削の効率化 
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② 川西工事（塩沢工区） 

 川西工事のうち塩沢工区は河内川橋の西方、静岡県との県境に近い場所にある。盛

土工 221万㎥の大土工工区である。山北スマートインターチェンジの整備を行ってい

る。なお、将来的にはＰＡの整備も視野にいれているとのことだ。施工は清水・岩田

地崎ＪＶ。 

 

 
川西工事（塩沢工区）完成予想図 

 

本工区は関連するトンネル掘削等で発生するずりの捨て場を兼ねているため、多様

な性質の土砂を受け入れている。そのため自然由来のヒ素やフッ素を含んでいる場合

があり、固定化処理を行う施設を有している。 

また、ＮＥＸＣＯ中日本より“ＩＣＴフル活用のモデル工事”に指定されており、

３Ｄレーザースキャナーとドローンによる立体測量、設計データの３次元化による施

工計画への活用、完成形の見える化、ＩＣＴ建機による丁張りなしの土工、点群デー

タを用いた出来高数量の自動算出など、ＩＣＴ土工の見本市となっている。 

マッシブな土工に目を奪われたが、思ったほど埃が立っていなかった。また丁張り

が打たれていないので現場に立つとどのような成形をしているのかが逆にわかりにく

い面があった。 
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川西工事塩沢工区の施工状況 

 

③ 箱根登山鉄道 

“本格的な登山鉄道で、粘着式鉄道としては我が国で最もきつい勾配であり、世界

的にも珍しい”として平成 19年度土木学会選奨土木遺産に選ばれた箱根登山鉄道（箱

根湯本～強羅間 8.9km）は大正 8年の完成であり、既に 92年の歴史を誇っている。 

 最小曲線半径 R=30ｍ、最急勾配 80パーミリ、スイッチバックが 3か所ある。 

 

 小田急電鉄さんのご厚意で、視察団のために新型車両の 3000系「アレグラ号」を用

意して頂き、強羅から箱根湯本までの登山鉄道の旅を楽しんだ。 
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3000 系「アレグラ号」 

 

 箱根湯本～強羅間は令和元年 10月 12日に台風 19号によって多大な被害を受け、長

期間の運休を強いられた。中でも蛇骨陸橋はがけ崩れにより桁、橋脚が流失した。困

難な施工条件を克服して、令和 3年 3月 31日に災害復旧工事を完了した。がけ崩れが

起きた斜面はフレームで補強し、新設橋梁の橋脚は地震時の土圧を小さくするために

円形の外殻を持たせている。 

  

 がけ崩れの状況              復旧した橋梁 

 

④ 東京外郭環状道路 

本線シールドは延長 16.2km、トンネル外径 15.8m、東名高速、中央道、関越道とジ

ャンクションし、出入口は東八道路、青梅街道、目白通りに出入口を設ける。地下 40m

以深は「大深度地下法」の適用を受けている。 

令和 2年 10月 18日に調布市の地下を掘進中、南行東名北工事（鹿島・前田・三井

三菱・鉄建・西武ＪＶ）で陥没事故を起こした。事故以来本線工事は停止していたが、
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北側の大泉南工事は再開している。工事再開は現在行っている地盤改良工事が終了し

た後になり、その時期は未定とのこと。 

東名側の工事（大林ＪＶ）のセグメント置場、発進立坑、完成部トンネル内部を視

察した。セグメントは桁高 65cm、幅 1.6m、13個で 1リングを構成する。近くで見る

とかなり大きく感じる。立坑付属の工事用エレベーターは大きくてスピードが速い。

ガタゴトとのろいエレベーターしか乗ったことがなかったので感心した。 

 

 
シールドトンネル内観（内径 14.5m） 

 

３．おわりに 

 新東名高速道路最後の区間の建設は困難な施工条件の中、先進的技術と最新のＩＣ

Ｔ技術を駆使して建設が進んでいることに感心した。外環道路は陥没事故の影響で工

事ストップしていたが、一日も早く再開してこの有意義な路線を早期に開通して欲し

いと願います。 

 最後に、企画し運営して頂いた首都道路協議会の皆さまと、ご丁寧な説明を頂いた

ＮＥＸＣＯ中日本、施工会社の皆様に深く感謝いたします。 
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         2023年 6月道路視察の報告書（感想等） 

                                                     前田道路(株) 水口浩明 

（一日目）  

 曖昧な記憶を辿ると、新宿からロマンスカーに乗るのは小学生以来ではないかと思いだされます。

現在の町田駅が新原町田駅と称した頃で、乗換えた横浜線は単線で茶色い電車だったことを覚えて

いるのですから大昔です。そんなことを思い出しつつ、車内の時間を楽しみ、秦野からは若い頃に

神奈川県内の事業所でお世話になった懐かしい神田交通のバスに乗換えました。 

 新東名の工区には、トンネル区間の連続鉄筋コンクリート舗装を施工業者相互間の立場で見学し

た経験がありましたから、今回の橋梁と盛り土の明かり部を合わせて多様な視点から理解すること

ができました。丹沢湖の北側の昼食場所から湖を渡って川

沿いに南下したことに工事のＰＲ施設の展示を加えて、新

東名が貫く丹沢山系と河内川周辺の関係を立体的に把握し

て体感できました。 

 施工業者間での見学時に対して今回は、発注者の中日本

高速(株)の三井所長の現場経験を踏まえた熱心で分かり易

い説明(写１)をはじめ、詳細な解説を受けることが出来て

頭が下がりました。施工内容を熟知した発注者の方々の視

点で工事の説明を受けることがは少ないので、とても良い

経験をさせて戴けたと強く感じました。 

 構造物が連続する山岳地形の路線

は、東九州自動車道等で経験してきま

したが、新直轄などの交通量が少ない

地方路線ばかりでしたから、大動脈の

重交通路線となる区間との構造物の規

模が桁違いで、工事スケールの大きさ

に圧倒されました。インクライン(写

３)が体験出来なかったのはちょっと

残念でした。盛土部では汚染物質の溶出対策に関心をもちつつ、工事全体

として、しっかりと安全対策がとられていると拝察しました。安

全看板での作業員さんへの、情報収集をアピールする二次元バー

コードの活用(写２)は、是非マネしたい！と感心しました。 

 長期に亘る大規模工事で人口集積地域が比較的近く、公報対象が多

いことも関連するのかもしれませんが、鹿島大成 JVの施設は、ジオ

ラマを含めた工夫が光る分かり易い構成で見応えがありました。 

 宿泊先は、自身では選ぶことがない場所だったので目新しくて、美

味しい夕朝食と広い温浴施設のおかげで、ゆったりとした休息時間を

過ごすことが出来ました。 

  写１ 三井所長の熱心な解説 

写２ 安全看板での 

二次元バーコードの 

活用 

写３ もう少し見たかった！ 

 バスの中からのインクライ

ン 
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（二日目） 

 朝から乗車した大型小田急バスは、強羅駅の手前で急勾配

の坂を下りました。以前、中型バスを運転して同じ急坂を下

った時の恐怖体験を、さすがプロドライバー！と思いつつ追

体験しました。到着した駅で待っていたのは、初めて見る単

行の貸切車。思わず、駅頭でにわか鉄ちゃんになってしまい

ました。豪雨後の復旧までの道程は、社員の皆様方、また実作

業に従事した方々にとって如何ばかりだっただろうと思いを

馳せな(写５)がら、降りはじめた小雨があじさいの花々に

彩りを添える下り区間でありました。途上での構造物見学

の停車時間の手配に車内での説明等々(写４)、箱根登山鉄

道の皆様方に御礼申し上げます。 

 最後の外環道の区間もお邪魔するのもまた二度目の体験で

した。工事が止まっている期間でしたから、曇天に加え土砂

排出のない静かな坑内になんとも寂しいイメージを持ちまし

た。 

 どんなに想定してもわからないことが起きるのは、経験工

学である土木では逃れ得ないと思います。住民の方々にとっ

ては財産の一大事でもあることですから、国の施策も加わっ

て、高速道路各社の方々また受注会社にとってもとても頭が痛

いところと存じます。いろいろな線引きは地図上ではなくて土

質などに依るのでしょうけど、知識を持ち

得ない方々に対して、不可視の範囲がとて

も多い工事についての説明内容を伝えるこ

との難しさを、ＰＲ施設での説明(写５)を

聞きながら想像したところです。近い将来、

良好な問題解決を経て工事再開に到ること

を祈念しております。 

  

 両日をとおして、中日本高速道路の皆様方に、加え

て、容易には段取り出来ない体験をさせてくださった事務局の皆様方に、感謝・御礼申し上げます。 

 

                                         以 上 

写４ 車内での解説に応じての観察状況 

   写５ 崩落復旧箇所例 

   写６ ＰＲ施設での説明状況 
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首都道路協議会道路視察報告書            

（株）ＩＨＩインフラシステム 吉原一彦 

１．新東名高速道路河内川橋工事 

河内川を跨ぐ急峻地形でのバランスドアーチ橋の建設現場を視察した。急峻

な地形での大規模な建設工事に土木技術のすばらしさを感じた。工事用道路と

してのインクラインの設置（東京側）、工事用道路トンネル・ずり出し用トンネ

ルの設置（御殿場側）と、前段階の準備に相当労力を費やしたようだ。あらゆる

部分に合理化を目指したアイデアが盛り込まれており、工期の短縮が実現でき

ている。高所での作業なのでこのまま事故なく無事竣工してほしい。 

 

       東京都側 

       

 

２．新東名高速道路川西工事（塩沢工区） 

I-Construction による測量、設計から施工、検査まで ICT の導入による省力

 

御殿場側 
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化を視察した。ここまで ICT 化が進んでいるのかという驚きでいっぱいである。 

人員の削減・省力化に貢献するのはもちろんのこと、無人化が事故防止につなが

るということが非常に重要であると感じる。ただ

ICT 化が進むと年配者はついていけるのだろう

か。若者の作業をただ見守るだけになるのではな

いか気になった。自然由来の汚染土を処理して使

っているせいか土埃が少なく現場がきれいであ

る。最終的に新東名の区間内で土砂の切り盛り量

はどうなるのか、調整が大変であると感じた。 

 

３．箱根登山鉄道 

箱根登山鉄道に貸切で乗車し、急こう配、急カーブ、スイッチバック等、山岳

鉄道の醍醐味を味わうことができた。私的な観光

で乗車したときは単に強羅への移動手段であった

が、今回鉄道の歴史も知ることもでき、建設時の

人々の努力に頭が下がる思いである。４年前の台

風では全線にわたり大規模な被害があり、急傾斜

地での復旧工事でも工法検討が大変であったと思

う。 

塩沢工区 

災害復旧急傾斜地 
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すれ違う定時運行車両は観光客で満員であり、

申し訳ない気もした。箱根の重要な観光資源であ

り、今後も安全管理に努めるとともに、土木遺産

として大切に守ってほしい。 

 

 

 

４．東京外郭環状道路（東名本線） 

東京外郭環状道路の東名 JCT 付近のインフォメーションセンターと現場を視

察した。調布市での陥没・空洞発生で工事は依然休止中である。シールドセグメ

ントの大きさや運搬機械のシステムが

印象に残ったが、現場がストップして

いるため、セグメントが積まれている

だけで稼働していない。シールドマシ

ンも停止しており発進部付近の完成状

況しか視察できなかったが、工事再開

となっても円滑な掘進ができるか気に

   貸切車両（右側） 

セグメント運搬 
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なるところである。早く地元の理解が得

られ工事が再開でき、早期に完成するこ

とを願う。私は完成時には多分運転免許

を返納しているので、走行することはで

きないが・・・。 

完成状況 
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2023.7.7 

首都道路協議会現場見学報告（2023 年 6月） 

 

IHI インフラシステム 田嶋 仁志 

 

（１）新東名高速道路新秦野～新御殿場間工事 河内川橋新設工事 

 河内川橋は丹沢山地に流れる河内川を渡河する橋長 771m、橋脚の最大高さ 88m、アーチス

パン 220m を有する長大アーチ橋である。（写真１）アーチ部のメイン橋梁の橋梁形式は、

鋼・コンクリート複合バランスドアーチ橋となっている。上部工での特徴は、橋脚部、アー

チ部、鉛直材部はコンクリートで、鋼橋桁は２主細幅箱桁、床板は PC プレキャスト床板と

なっている。橋脚部とアーチ部の剛結部（スプリンギング部）は鉄筋配筋の過密を防ぐ意味

で、外部鋼殻を使用した鋼コンクリート合成構造となっている。また、アーチ部の張り出し

仮設時の対応として PC 鋼線による斜吊材を有する。斜吊材は架設時のみならず最終構造系

としても必要とのことであった。また、張出架設時には架設時のバランスの関係から、完成

時とは逆方向の斜吊もあるとのことでした。（例えば写真２、橋脚と１番目の鉛直材の間） 

 主要部のコンクリート打設は、近郊のプラントからミキサー車で運搬し、リフト車、工事

用トンネルから橋脚部基部に運び、圧送して打設しており、特に高流動コンクリートまでは

必要ないとのことでした。コンクリート強度は、50N とのことでした。 

 工事用トンネルは P3 橋脚部からの施工として資材搬入用（写真３）として用いられてい

るが、深礎杭施工時は、搬入用と別に杭基礎底部へ向かって別トンネルを構築しており、掘

削土の搬出用としても使用しているようである。施工としては、深礎杭の基礎径に対して、

小さめの立坑を堀り、搬出用トンネルとつなげ、それを用いて土砂を搬出しているとのこと

でした。 

 丁寧なご案内いただいた中日本高速道路（株）の諸氏には感謝の意を表します。 

 

  

写真１ 河内川橋アーチ橋全景（施工中）    写真２ 橋脚部、ｱｰﾁﾘﾌﾞ部施工 

    鋼・ｺﾝｸﾘｰﾄ複合ﾊﾞﾗﾝｽﾄﾞｱｰﾁ橋          （斜吊材も見える） 
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写真３ Ｐ３付近工事用トンネル出口 

 

（２）箱根登山鉄道 

 箱根登山鉄道は小田原～強羅間約 15km 区間を結ぶ路線で、うち箱根湯本～強羅間は登山

電車として最急勾配 80パーミルに対応できる電車となっている。事業者からの説明として、

令和元年度台風 19 号による被災状況と復旧について説明があった。複数個所土砂崩れ等に

より軌道が流されたり、土砂で埋もれた被害であった。復旧としては、大沢橋梁部のように、

土砂流入対策をとる場所もあったが、蛇骨陸橋のように、今後も斜面流出する可能性のある

場所については、軌道面を斜面からあえて離して、斜面と軌道面の間にすきまを作りその間

を土砂が流れるように改善した箇所もあった。（写真４）施工は現場搬入路の構築が困難な

ため、一方向から施工可能な「斜張式架設工法（LIBRA 工法）」を採用していた。 

 沿線で有名なトラス橋である出山鉄橋を拝見したが、塗装補修されており、適切なメンテ

ナンスをされていることを認識した。（写真５） 

 今回、案内用として貸切電車を用意して頂いたり、丁寧な 

ご案内をいただいた箱根登山鉄道（株）の諸氏には感謝の意 

を表します。 

 

  

    写真４ 蛇骨陸橋復旧            写真５ 出山鉄橋 
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R5道路視察に参加して 

大成ロテック（株）本社 建設事業本部 技術部 技術指導室  

伊藤 大輔 

 この度初めて道路視察に参加させていただきました。私自身は、今年度に本部署に赴任

したばかりであり、会社より任命され右も左もわからず参加することになりました。視察

箇所は、NEXCO中日本管内の新東名高速道路の新秦野 IC～御殿場 IC 区間と東京外かく

環状道路の東名 JCTインフォメーションセンターでした。 

 私は、舗装会社に所属しているため NEXCOの工事に携わることがありますが、今回の

視察は橋梁工事とトンネル工事であり、新たに感銘を受けることばかりでした。 

 橋梁工事では、鹿島・大成 JV によるアーチ部分の張出し架設を行っており、施工の規

模の大きさと難易度をうかがい知ることができました。また、清水・岩田地崎 JV では、

工事をフル ICTで行うなど最先端の取組を行っておりました。質疑応答では、「ICTへの

適用は若手が早く、勝手に上達する」とのお話を聞け、一方で「年配の人は、見守ってく

れればいい」と、笑いが起こるなど楽しい時間も過ごせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     アーチ部の張出し仮設         川西工事（土工事）丁張レス 

 外環のトンネル工事では、陥没事故の対応で苦労されている中にも関わらず、見学を受

け入れていただき感謝しております。舗装会社では、トンネルを屈伸する現場を確認する

ことがほとんどなく、いい経験となりました。山岳トンネルで、路盤面の凹凸や換気や照

明が無くなっている状態で引渡しを受けることがあるので、都市型のトンネル工事の清潔

さは驚きでしかありませんでした。 

 質疑応答では、陥没事故の対応を質疑される方が多く、関心の高さが感じられました。 

 最後に、箱根登山鉄道の視察では、車両を貸し切りで用意していただくなど、驚きとと

もに感謝いたします。2007 年に土木学会の選奨土木遺産に登録されるなど、先人たちの苦

労と偉業を肌で感じることができました。また、災害復旧でのご苦労などのお話を聞くこ

とができ、勉強になりました。 

 全体を通じて、大変有意義な視察となりました。感謝申し上げます。 
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2023.6.21-22参加 

 

(一社)首都道路協議会令和５年度道路視察に参加して 
 

東亜建設工業株式会社 田中充夫 

 

1.はじめに 

 このたびは首都道路協議会の道路視察に参加させていただきありがとうございました。 

 東京から比較的近傍に位置する新東名高速道路事業と東京外かく環状道路事業、観光地で

の乗り物ではあるものの 100年を超す歴史ある箱根登山鉄道とを、普通では得られない特別

な視点で拝見でき、その規模の大きさ、先進性、歴史の厚みを感じることができました。 

 以下各々の訪問地での印象を手短に記します。 

 

2.新東名高速道路 

・河内川橋 

 

 河内川の急峻な谷地でアプローチが難しい現場で川面から 100ｍを超える鋼コンクリート

複合連続バランスドアーチ橋。最大支間は 220ｍと国内でも最大級のアーチ橋。 

左岸工事用道路は急こう配で狭隘なため、主にインクラインによりアプローチ。右岸側は

工事用トンネルを設けていた。まるでダム工事の現場のようであっ

た。 

山間部での大規模構造物の設計・施工の困難性が現地で非常に強く

感じられ、実際維持管理マニュアルまで作成する技術委員会で審議さ

れているとのことであった。安全で合理的な設計と安全かつ効率的な

施工を目指す姿を現地で感じ取ることができた。 

 ＰＲ館ではＶＲ(ｳﾞｧｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ)による視点移動の体験ができるよう

写真:川内川橋施工状況説明図        写真上:左岸側、写真下:右岸側 

写真:ＶＲでの 

視点移動体験 
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になっており、大変わかりやすいものであった。 

 

・川西工事 

 山北スマートＩＣが設けられる箇所の本線切盛土工事の現場。都市土木にもっぱら関与し

てきた者からすると、200万㎥超の切盛土工事の現場は、まるで外国の採石場のようであっ

た。 

 

 現場は先駆けて ICTを駆使し管理されており、機器の導入等トータルで通常の施工管理の

工事よりも工費はかかるものの、現場での安全性が大きく向上すること、資料作成が効率的

であるなどメリットが多いということ。多くの現場で ICT化が進むことにより、コスト面で

のメリットも向上していくものと考える。 

 自然由来の有害物質を含む土砂も近隣の現場からの排出土と合わせて現場(右上の写真右

中央テント部分)で不溶化し盛土材としていた。産廃としていたら莫大な処分費がかかると

思われる。行政が許すのであればこのように活用することが望まれる。 

 

3.箱根登山鉄道 

 開通から１００年を超える山岳鉄道は、国外の技術を取り入れ、急こう配に対してスイッ

チバック等の工夫によりアプト式を使わず、かつ小さな曲線半径の路線を実現している。江

ノ電の全線開通が 1910年(明治 43年)に対して箱根登山鉄道が 1919年(大正８年)開通。1872

年(明治５年)に蒸気機関車で新橋横浜間を鉄道が走ってから４０年もかからずに電気で鎌

倉の海岸を走り、それから１０年足らずで山岳鉄道まで成し遂げたこの成果はまさに近代化

産業遺産にふさわしい。 

 これを１００年以上維持し続けてきていることはおおいに尊敬に値するとともに、2019年

(令和元年)10月の台風 19号により倒木から土砂流出・流入、洗堀に至るまで大規模な被災

をしたにもかかわらず、2020 年７月に全線開通し、2021 年３月末に構造物の復旧おも成し

遂げたことは驚異的なことと感じる。しかも蛇骨陸橋は、構造物の安全性を高めるために線

形を変更し、斜面に立つ橋脚の不安定性を解消する｢竹割土留め｣を採用している。 

写真:川西工事概要説明図      写真:現場事務所展望台から東京方面を望む 
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 インフラを健全な状態に維持し長く使っていくことの難しさを道路事業で感じてきた者

からすると、鉄道事業から学ぶところは極めて多いと感じている。まだまだ限られている道

路・鉄道の協力関係を今後更に続けて行っていただきたいと感じている。 

 

 

4.東京外かく環状道路(東名～大泉/東名 JCT付近北行き本線トンネル) 

 住宅地に近接する場所での大深度(地下 40m超)大断面(シールド径約 16m)トンネルの施工

現場。東名インフォメーションセンターで概要説明いただき立坑からシールドトンネル部に

ご案内いただいた。 

 工事中アセスで主な工事車両の出入りが高速道路直結とされていることが印象的であっ

た。また、近隣の住宅地に対する騒音振動への細やかな配慮が感じられた。 

 直径 16m のシールド機で構築されたトンネルはとても大きな空間で、出入口部の切開き

(併設する二本のトンネルを地中で切開き出入口分岐部を構築する)される空間は５車線を

越えるような大空間となると見込まれ、首都高の山手トンネルをさらに上回る規模になるこ

とから、技術的に極めて高いレベルの検討がなされているものであろうと感じた。 

 

写真:急曲線部     写真:スイッチバック     写真:出山鉄橋 

(現存する日本最古の鉄道橋) 

写真:シールドトンネル内       写真:防音・防塵化された土砂処理施設 
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 現在は地上での陥没事故を受けた対応中で現地での掘進は停止していたが、一日も早く掘

進を再開し、困難な課題を解決して事業を成し遂げていただきたいと切に願う。 

 

5.おわりに 

 現地でご案内いただいた NEXCO中日本、箱根登山鉄道両社の皆様、現場で施工されている

みなさま、そして細やかな企画とアテンドいただいた首都道路協議会事務局の皆様に深く感

謝の意を表したいと思います。とても勉強になりました。そして大変ありがとうございまし

た。 

 

以    上 
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令和 5 年度 首都道路協議会道路視察に参加して 

                東鉄工業㈱ 土木本部付部長 髙橋紀男 

 

 今年の道路視察はコロナ禍の影響により 4 年振りであったと記憶

します。事務局も視察か所を選定するのにご苦労があったことと推

察いたしますが、何処も時期を得た大変貴重な現場であったと感じ

ています。 

まず一日目の視察か所は、新東名高速道路の河内川橋工事現場で

あった。この橋は鋼・コンクリート複合構造のバランスドアーチとい

う形式で、川の水面から橋桁まで 125m という非常に高所に架かる

アーチスパン 220m の大型橋梁である。工事資材運搬のためにイン

クラインを設備し、また橋脚基礎部分の掘削土砂を搬出するために

工事用トンネルを敷設するなど、施工会社 JV のこれまでの多くの施

工経験から生まれた斬新なアイデアを施工計画に活かしていると感

じた。 

 次の現場は新東名高速道路のスマート IC となる川西工事塩沢工

区の現場であった。この現場は切土、盛土、道路トンネルのずり捨て

場であり、ずりに含有している自然由来のヒ素を溶出させない様に
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化学処理して盛土として現場内に封印している説明を受けた。また

大規模な土工現場であることから、ICT を活用し効率的な施工に努

めていた。 

 二日目の視察か所は、山岳鉄道として土木遺産と近代産業遺産と

しても認定されている箱根登山鉄道であった。箱根登山鉄道の箱根

湯本～強羅間は令和元年の台風19号により激甚の土砂災害が発生し

た。今回の視察内容はその被害状況と復旧状況であった。車両を貸し

切りで運行していただき、特に山岳地での復旧方法の特徴や工夫に

ついて被災個所毎に運行を停止、緩めるなど会社鉄道部から丁寧に

説明を受けた。感謝いたします。 

 最後の視察か所は、都内に戻っての東京外郭環状道路のシールド

現場であった。関越～東名区間のシールドは陥没事故の影響で対策

工事が完了するまで掘進をストップしていたが、セグメント搬入設

備や土砂搬出設備、また完成か所を案内していただき、さすがの大口

径のトンネルに感激し、早期の完成を祈るばかりであった。 

 今回の視察については中日本高速道路株式会社の工事個所が多く、

丁寧に対応していただいた関係者の皆様に深く感謝する次第であり

ます。          



 

令和５年度 道路視察報告書 

  株式会社ゆりかもめ 小野恭一   
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 この度、久々に道路視察が開催されるというご連絡を受け、すぐに参加を希望

させていただきました。弊社ゆりかもめは鉄道会社ではございますが、全線を橋

梁で繋ぐ路線をタイヤ走行のため、道路・橋梁の先端技術に関しては常に学ぶべ

きものがある、と深く認識しております。また、個人的にも今まで道路整備、道

路計画に携わってきたので、今回の視察内容は関心が高いものでした。 

 1 日目でご説明いただいた新東名河内川橋工事の現場では、ダイナミックな土

木工事を目の当たりにし、続く川西工事の現場では、ICT-Full 活用による”新し

い土木現場”に触れることが出来ました。いずれの現場でも発注者・受注者の皆

様が一丸となって前向きに且つ繊細に取組まれている様が印象的でした。 

 ２日目でご説明のあった箱根登山鉄道では、同業者という視点からも、土木遺

産を守り続ける技術的な素晴らしさと共に車窓からの風景にも、この鉄道路線

の価値の高さを感じた次第です。新型車両である「アレグラ号」にも貸切での乗

車等、いろいろ配慮頂き感謝しております。 

 外環の現場も含め、今回伺った各現場での、みなさまの丁寧で判りやすい説

明・PR に重きを置く姿勢は弊社も深く見ならわなければならないと痛感してい

ます。何より楽しんでしまいました。遠慮ない質問にも丁寧に対応していただき

ました。 

 2 日間に、これだけ多くの見どころを凝縮した行程を組んで頂いた事務局のご

苦労は計り知れません。不躾ではございますが、是非今後も視察を継続いただき、

また参加させていただきたく存じま

す。 

 古川名誉団長ほか、行程中お話し 

させていただいた参加者の皆様に

も、また次回以降お会いできること

を望んでおります。 
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令和５年度 道路視察報告書 

 

株式会社ゆりかもめ 技術部施設課長 

笠原 仁 

 

 久方ぶりに再開される令和５年度道路視察に参加させていただきました。 

 二日間の視察行程には、新東名橋梁工事、同造成工事、鉄道災害復旧、外環シ

ールド工事といった多様な現場が含まれ、いずれの現場においても工夫にあふ

れたわかりやすい説明を頂きました。 

 特に、新東名川西工事の現場においては、ICT-Full 活用を行っており、土木工

事の現場からしばらく離れていた私にとって非常に新鮮で興味深い内容となり

ました。これまで丁張などの作業を当たり前のことと学んできた私には、弊社で

Full 活用を取り入れる判断を求められたら、おそらく躊躇してしまうだろう。こ

の現場ではスマートに仕事をしているように感じられました。ICT を積極的に

取り入れることにより、土木分野に対する若者の興味が高まるのではないかと

も考えさせられました。新しい取り組みに果敢に挑戦している現場の方々を見

習いたく思いました。 

 また、箱根登山鉄道においては、土木遺産の災害復旧という視察以外にも、鉄

道会社の運営的な面からも、非常に参考となる視察となりました。コロナ禍の営

業的にも難しい時期を乗り越え、昨今のインバウンド回復に伴う変化にも対応

されている方々の努力を、弊社としても見習いたいと感じました。 

 このような密度の高い視察を企画するのは事務局の大変なご苦労があったと

感じております。今後も機会があれば、ぜひこの視察に参加し、見分を深めたい

と思います。 

 

事務局の皆様には深く感謝いたします。 

                          令和５年 6 月 
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令和５年度首都道路協議会現場視察に参加して 

 

                       宮地エンジニアリング(株) 

                                 松村 成和 

 

 令和５年度首都道路協議会現場視察に参加しました。１日目は NEXCO 中日

本が事業推進している新東名高速道路の建設現場、２日目は箱根登山鉄道およ

び NEXCO 中日本の東京外かく環状道路の建設現場を視察しました。以下、視

察概要について報告いたします。 

 

 １日目は先ず新東名高速道路の神奈川県山北町内に

ある「新東名山北事業 PR 館」にて NEXCO中日本東京

支社秦野工事事務所の担当工区の工事について説明を

受けました。PR 館は多くの説明用パネル以外にもジオ

ラマ模型や VR ゴーグル等、新東名高速道路の建設区間

や工事内容をとても分かりやすく理解できる設備が整

っていて、近隣住民や小中学生等をはじめ様々な視察者

に対する事業内容理解促進に資する設備でした。 

 

 続いて、河内川橋の建設現場を近くまで

行き視察しました。河内川橋は、河内川を

跨ぐ急峻地形で工事が進められている約

770ｍのバランスドアーチ橋です。現在、河

内川を跨ぐアーチ部分を張出し工法で架

設工事を進めていました。施工ヤードが急

斜面で一般道からの高低差もあることか

ら、巨大なインクラインを設置し資材等を

搬入していると説明を聞きました。急傾斜

地の工事ならではの工事の工夫を理解す

ることが出来ました。 

  

 次に川西工事の塩沢工区を視察するとともに現在

推進中の ICT土工について説明を受けました。最先

端の情報通信技術をフル活用し、各社情報共有を徹

底することにより、建設現場での生産性向上に努め

ているとのことです。最先端技術が活用された大規

模な現場の雰囲気にとても圧倒されました。 

 

  

新東名山北事業 PR館での様子 

建設中の河内川橋（名古屋側橋脚） 

川西工事の大規模盛土工 
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 2日目の午前中は箱根登山鉄道の貸切車両に強

羅駅から箱根湯本駅まで乗りました。車両内に

て箱根登山鉄道の施設概要及び令和元年台風 19

号による被害及び復旧状況について説明を受け

ました。箱根登山鉄道(株)社員の方より、登山鉄

道ならではの軌道の特徴や山中の橋梁等につい

て、詳しく丁寧な説明を聞きながらじっくりと

視察することが出来ました。アジサイがとても

綺麗に咲いていました。 

 

  

 

  

 午後は東京外環道路インフォメーションセン

ターにおいて東京外かく環状道路（関越～東名）

のシールドトンネル工事の概要について説明を

受けました。その後、建設途中のシールドトンネ

ルの状況を視察しました。昨今の陥没事故に対

する有識者委員会を踏まえた対応状況等につい

ても説明を受けました。調整が解決し住民の不

安等が払拭され、中断している工事が再開され

ることをお祈り申し上げます。 

 

 

  

 

 

 最後に、お忙しいなか現場をご案内いただいた NXCO中日本東京支社及び工

事関係者、箱根登山鉄道(株)の皆様、そして今回の視察会を企画していただいた

事務局の皆様に対し感謝するとともに、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

視察に使用された箱根登山鉄道車両 

東京外環道路 シールドトンネル 
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新東名高速道路川西工事現場 

東京外郭環状道路東名 JCT 付近 



2023.6.21～22

氏名 所属・職名 役職 摘要

1 古川　公毅 元東京都建設局長 名誉団長

2 梅田 慎也 株式会社奥村組土木営業部 副部長

3 宇佐見健太郎 鹿島建設株式会社土木管理本部 技師長

4 島津　哲也 大成建設株式会社土木営業部首都圏営業部 理事

5 石坂　弘司 戸田建設株式会社 専門部長

6 御嶽　譲 一般財団法人首都高速道路技術センター 審議役

7 柄川　伸一 株式会社大林組東京本店土木事業部営業部 部長

8 石井　信隆 株式会社大林組東京本店土木事業部 顧問

9 水口　浩明 前田道路株式会社工事事業本部工務部 担当部長

10 吉原　一彦 株式会社ＩＨＩインフラシステム 顧問

11 田嶋　仁志 株式会社ＩＨＩインフラシステム 顧問

12 伊藤　大輔 大成ロテック株式会社技術部 技術指導室長

13 田中　充夫 東亜建設工業株式会社土木部門 技術部長

14 髙橋　紀男 東鉄工業株式会社土木本部 土木営業部付部長

15 小野　恭一 株式会社　ゆりかもめ 代表取締役社長

16 笠原　仁 株式会社　ゆりかもめ 施設課長

17 松村　成和 宮地エンジニアリング株式会社 技術顧問

18 青木　正 （一社）首都道路協議会 事務局長

19 姫野  慎一 （一社）首都道路協議会 主任

（参考）　　　　　　令和５年度  道路視察参加者名簿

　＊敬称略、順不同



月　日 時　間 行　　　　程

9:00 集合場所：小田急線新宿駅西口地上改札口前

9:20 新宿発　「小田急はこね５１号」

10:22 秦野駅　着　　

10:40 秦野駅　発　（専用マイクロバスに乗り換え）

11:40 昼食　（魚山亭・やまぶき）

13:00 同所　発　（専用マイクロバス）

13:30 新東名山北事業PR館・見学・山西工事概要説明

14:00 同所　発　（専用マイクロバス）

14:10 新東名高速道路河内川橋工事　現場視察

14:40 同所　発　（専用マイクロバス）

14:50 新東名高速道路川西工事　現場視察

15:30 同所　発　（専用マイクロバス）

16:30 御殿場　ホテルクラッド　着

   　静岡県御殿場市深沢2839-1  電話：0550-81-0321

18:00 夕食

7:30～ 朝食　

8:45 玄関集合

9:00 御殿場　ホテルクラッド 発

10:00 強羅駅　着

10:30 箱根登山鉄道　強羅駅　発　（車内にて施設概要説明）

11:15 箱根湯本駅　着

11:30 同所　発　（貸切バス・大型）

11:45 小田原・鈴廣・昼食

13:00 同所　発　（貸切バス・大型）

13:45 海老名SA･休憩

14:00 同所　発　（貸切バス・大型）

15:00 東京外郭環状道路・東名インフォメーションセンター  現場視察

16:00 同所　発　（貸切バス・大型）

17:00 新宿駅西口着　 解散

（スケジュールは状況によって変更になる可能性があります。）

2023

６／２２

（木）

令和5年度首都道路協議会視察日程表（概要）　　

2023

６／２１

（水）



2023.6.21〜22

（敬称略）

⽇付 所属 ⽒名 摘要

河内川橋⼯事
現場視察

説明者
清⽔建設新東名川⻄⾼松
建設所

⼯事⻑
藏重  幹夫

取締役鉄道部
⻑⼤津  俊成

施設担当課⻑
横⼿ 雅和
施設担当課⻑
代理  内藤 俊
和

説明者
箱根登⼭鉄道株式会社
鉄道部

主査
室⽥ 篤

両⽇
担当者
(窓⼝)

NEXCO中⽇本_東京⽀社
企画調整課

課⻑代理
⽇暮 智紀

令和5年度（⼀社）⾸都道路協議会道路視察：事務局

⻘⽊ 正

姫野  慎⼀

令和5年度（⼀社）⾸都道路協議会道路視察：現地説明者

6/22
(⽊)

新東名⼭北PR館
⼯事全般説明

東京外郭環状道路
東名インフォメーショ

ンセンター
現場視察

現場・⼯区

箱根登⼭鉄道（⾞内に
て施設概要説明）

責任者
同⾏者

箱根登⼭鉄道株式会社
鉄道部

責任者
説明者6/21

(⽔)

0463-80-5600

NEXCO中⽇本
（箱根登⼭鉄道を除

く）

NEXCO中⽇本_東京⽀社
秦野⼯事事務所

副所⻑
三井 貴⾏

NEXCO中⽇本_東京⽀社
東京外郭建設課

課⻑
⾼橋 亨

責任者
説明者

0465-32-6825

川⻄⼯事
現場視察

事務局両⽇
（⼀社）⾸都道路協議

会
担当者



あじさいの 集いて楽し 視察旅 

編集後記 

この度の道路視察参加者の方々には、視察報告書の提出を頂きありがとうございま

す。何分まだコロナが完全終息していない時期でもあり、実施にはやや躊躇したところ

でしたが、天候もなんとか持ち、参加者皆様のご協力の下、無事終了することができま

した。至らないところが多々あったと思いますが、ご容赦のほどよろしくお願いいたし

ます。 

また、中日本高速道路（株）東京支社、箱根登山鉄道（株）、小田急電鉄（株）の皆

さんには大変お世話になりました。この場をお借りして感謝申し上げます。 青木 
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	④報告書用集合写真
	⑤道路視察参加者名簿（報告書用）
	⑥令和5年度道路視察行程表
	⑦R5道路視察：現地説明者（報告書） (1)
	⑧編集後記

